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安全第一
アトラスコプコは取材スタッフの安全のため、全世界の、あるいは各地
域の安全規則、法令をすべて尊守しています。
この本の写真のいくつかは取材中の現場状況によりスタッフのコントロ
ールを超えた中で撮られました。 アトラスコプコの製品を使っている顧
客は安全性を第一に考慮し、 現場では危険を避けるため適切な保護器具、
例えば耳栓、サングラス、ヘルメットなどを身につけることを要求されま
す。
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世界のニュース

ここ20年でアトラスコプコは大きく成長し、
世界の岩盤掘削業界では大手サプライヤ
ーに数えられるようになりました。ここに至るま
でに研究開発や企業統合を通して幅広い
商品もお客様に提供できるようになりました。

賢者はかつてこう言いました、「大きさは
問題ではない」と。世界各国に代理店を持
っているということは明らかにお客様のお役
に立てます。しかし、最も大切なことは、我々
は常にお客様のことを考慮しているというこ
とです。我々は「全てのものを全ての人に」と
は考えていません。その代わりに、十二分に
研究された商品と独自のノウハウにより、お
客さまにとって純粋なドリリングスペシャリスト
でありたいと願っています。掘削は我々の専
門で130年以上もの経験があります。

ラスベガスでは9月にMINExpo展示会
が開催されました。ブースでは「太陽の下」
で使う明り製品や世界屈指の製品（オープ
ンピットマインのブラストドリリング用に特化し
開発された新発売のPit Viper ロータリドリ
ル、SmartROCクローラドリル、トンネルジャン
ボ、レイズボーラー等）が展示されました。

アトラスコプコが最新技術、安全性、サポ
ートを含めた掘削のプロであるとお分かりい
ただけたことでしょう。

ピーター・サルディット
社長
アトラスコプコドリリングソリューションズ、USA
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>>>>>  特　集 >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

偉大な水の力
水は、アジアの近代化と人々の暮らしを支える大切な

エネルギー資源です。大自然の恵みと近代的掘削技術

を活用する2つのプロジェクトをレポートします。
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2006年に完成した中国、長江（揚子江）の三峡
ダムは、巨大な川のエネルギーを有効利用した成
功例となりました。

四川省を流れる雅礱江（がろうこう）に計画され
ているJinping(錦屏)水力発電所が今、  水力発電
の次のメガプロジェクトとして注目を浴びています。 

中国の水力発電技術機関は50年をかけて、雅
礱江の推定発電量と有効な発電技術について調
査を重ねてきました。

成長の必須条件

Jinpingプロジェクトは2005年11月に着工されま
した。発電容量3,600MW のJinping Iと4,800MW
のJinping IIの2つの水力発電所は、四川省のみで
なく中国東部全域への重要な電力供給源になりま
す。

工業化、都市化、人口の増加が続く中国では、
水力発電は国の成長に欠かせません。世界最大
の水力発電国で、国内消費エネルギーの17％を占
め、今後その割合はさらに増加すると目されていま
す。

  建設中のJinping I アーチダムは堤高305m
と世界で最も高いダムとなります。ここは雅礱江が
16kmの範囲で急斜面を蛇行している地形だから
です。

 屈曲部の西には、高さ37m、長さ162mの水門
が設置され、導水路は直径12m、長さ16.6kmに及
ぶ4本の導水路トンネルを通りJinping II水力発電
所に送られます。掘削工事は第18中国鉄路工程
総公司がTBM工法で2本と発破工法で2本行い
ます。

  

全力でまい進

JinpingプロジェクトにはBoomer 353 E トンネル
ジャンボ25台、Boomer XL3 D  1台、クローラドリル
ROC D7 ７ 台を始め、様 な々アトラスコプコ油圧式
掘削機が活躍しています。 

トンネル掘削はベンチカット工法で行なわれて
おり、上半7.5mをBoomer 353 Eで先行して掘削
し、完了後ROC D7クローラードリルで下半の掘削
を行います。

12時間交替の2シフトの作業で工事は1日に9
～12m進んでいます。「全てが予定通りに進み、満
足しています」プロジェクト・マネジャーのクァン・リーさ
んは、ジャンボの優れた性能について力を込めて話
してくれました。 

リーさんは香港で働いていた1984年以来のアト
ラスコプコのお客様です。

雅礱江（がろうこう）屈曲部の現場にて：Jinping II水力発電所プロジェクトの導水路トンネル内を走行す
るアトラスコプコBoomer 353 E 。プロジェクト マネジャーのクァン・リーさんはBoomerを「まるでこ
のプロジェクト用に作られたようだ」と言います。

>>>>>  特　集  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

操作は簡単：Boomer 353 E に搭載された3
台のCOP 1838を同時に操作するウェン・タ
オ・リーさん。

注目を浴びるJinping(錦屏)
中国、雅礱江に2本の水力発電所トンネルを建設する。

国の成長を支えるエネルギー資源供給のため、大規模な水力発電開発を行なってい
る中国では、雅礱江（がろうこう）のJinpingI、 IIが完成間近です。
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アトラスコプコの最先端のトンネルジャンボの
おかげで、仕事にまい進してこれたと言います。

「Boomer 353 Eは操作も簡単で、サイズもこのト
ンネルプロジェクトにぴったりです」

    
安全第一

熟練したオペレータを見つけるのはそう簡単に
は行かないと、リーさんは言います。多くの人は、働
き場がない住み慣れた田舎を離れ、新しい職を求
めてここへ来ます。リグ操作に慣れるまでには6ヵ月
間かかることもあります。 

リーさんがアトラスコプコ製品を高く評価するもう
一つの理由は、安全性が優れていることです。1台
のリグは4人のオペレータが交替で操作しています
が、けが人は一人も出ていません。「これはとても重
要なことです。従業員の安全は常に心がけていま
すが、この現場ではBUT 35ブームのおかげで安
全を確保できている」とリーさんは言います。 

オペレータは操作盤間をスムーズに移動しなが
ら、45mmのセコロックビットを装着した3基のCOP 
1838を同時に操作しています。

天盤の支保には、5台のBoltec LDで1.2m毎に
ロックボルトが打設されます。天盤と坑壁には金網
を敷設し、その上からショットクリ―トが吹付られ安
全性を高めます。トンネルは貫通後に覆工されてい
きます。

Jinping II水力発電所では水門、放水路、発電
所、4本の導水路などが計画されており、現在建設
中のJinping Iよりも複雑な構造になります。 

工事が完成すれば、Jinping水力発電所のトン
ネルは世界最大となります。

全体の工期は8年で計画されており、4本の導水
路トンネルのうち2本が使われる発電所は2012年に
発電開始、残り2本の発電所は2015年の予定で

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　

雅礱江（がろうこう）がもたらす電力資源

　建設中のJinping Iは、堤高305mと世界
で最も高い従来工法の水力発電ダムで、発電
容量3,600MW 、年間発電量は160～180億
ｋWhを見込んでいます。 
Jinping II水力発電所では雅礱江放水側の地
下に設置される8基の550 MW タービンを回
転させます。水力発電に利用される水は、川
に放水されます。

>>>>>  特　集  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
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J inpingの現場で安全な作業がいかに大切かを話す、第18中国鉄路工程総公司プロジェクト・マネジャーのクァン・リーさん

Jinp ing  I、II水 力 発 電 所 は2015年 の 完
成 で 、中 国 東 部に電 力 エネ ル ギ ーを提 供 す
る予 定 で す 。堤 高 305m は世 界 で 最 も高
い アーチダムとなります 。
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マレーシアの山々 
を制覇する
着々と工事が進む、クアラルンプールの水不足を救う導水トンネル

マレーシアの首都クアラルンプールの大規模な水供給プロジェクトは、山の地形
と難しい地質からトンネルは複雑な工事となっていますが、予定の工期で進んで
います。

近代化の進んだクアラルンプールの700万人の
住民は、将来水の供給が改善されても気づくことは
ないかもしれません。しかし、山間部から都市部へ
原水を運ぶのがいかに難しい事業かを忘れられな
い人たちがここにいます。 

エネルギー・環境技術・水資源省が計画するパ
ハン・セランゴール導水トンネルプロジェクトは2008
年市の北東部セマンタン川のケラウダム建設から
開始されました。

2 4 k m2の貯 水 池の水は、幅 5 . 2 m 、全 長
44kmの導水トンネルを通り、クアラルンプール

の郊外に設置される浄水施設に運ばれ、処理
後、生活・工業用水として利用されます。 

2013年の完工を目標に工事が進んでいますが、
複雑な地質と突然噴き出す水の危険にさらされ、一
瞬たりとも油断は許されません。

 難しい地形

現場と市街地は直線距離ではたいして遠い距
離ではありませんが、間に位置する山々が工事を
困難なものにしています。

工期は2年で、NATM（New Aus t r i an 

Tunneling  Method ）による発破工法、TBM
(Tunnel Boring Machine)工法、NATMを活用し
た開削工法の3工法で施工されます。

NATM工法は、軟岩では地山補強に配慮して
採用され4カ所の坑口から全長8.6kmを施工、同様
に導水路両端の計1kmは、4 x 4.7mのカルバート
開削工法で施工されます。メイントンネルの34.4km
はTBM工法で掘削されます。

NATM 1, 2, 3, 4と名付けられた4本の横坑は、
機材へのアクセス路となり、リグメンテナンス用の設
備、コンクリート並びに、浄水プラントなどが設けられ
ます。

10トン/分に及ぶ出水や、複雑な岩盤が工事を
困難なものにしています。 例えば、現場の中心部を
走るレポー断層の境界では岩が破砕されていてトン
ネルの真上を川が走る箇所では出水量が増加する
ので、対策を追加する必要が生じます。 

本トンネル内NATM 3
にて：複雑な岩盤構成と
大量の出水に立ち向かう
Boomer L2C

掘削と発破は
順調に進んでいます。　

SNUI共同企業体プロジェクトマネジャー　河田孝志さん

>>>>>  特　集  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
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マレーシアの山々 
を制覇する
着々と工事が進む、クアラルンプールの水不足を救う導水トンネル

工事を請け負っているのは、清水建設（株）、西
松建設（株）、マレーシアのUEMBとIJMの4社から
なるSNUI共同企業体です。アトラスコプコは着工
当初から関わり、4台のトンネルジャンボ (Boomer )、
グラウンドエンジニアリング機を提供しています。 

Boomerの貢献

現場ではおよそ1000人が働いています。Boomer
リグオペレータのネパール人、スダ―ン・バハドゥー
ル・シュリパリさんは8年の掘削経験を持っていま
す。Boomerの操作には慣れているものの、コンピ
ュータ制御のBoomer L2Cの操作は初めてです。

「ここでの掘削は大体見当がつきますよ。東の
岩盤はしっかりしているけれど、西側は注意が必
要と思います。問題は川の下を掘削する時です
が、Boomer L2Cのおかげで難なくこなしています」
と話してくれました。

12時間勤務の2交替制シフトで作業は進められ
ています。M&Cが訪問した際は、NATM 3が日進
8mで掘削されていて、シュリパリさんは1断面のせん
孔を約2時間で行っていました。 

Boomer L2Cがほとんどの掘削作業を行なって
います。さく岩機はCOP 1838 MEを搭載し、パイロ
ットホールに105mm、ブラストホールに45mmのセコ
ロックビットを使用します。現場ではBoomer 352も

稼働中です。  
SNUI共同企業体のプロジェクト・マネジャー河田

孝志さんは、NATM 1, 2, 3, 4の進捗状況を「約2
年を経過した時点で工程通りか、3ヵ月前倒しで進
んでいる箇所もある」と言います。 

NATM 3は河川下を横断するのに時間がかか
りましたが、通過してからは工程より早い進捗の状
態に戻りました。ほとんどが均一な花崗岩のNATM 
4も軟弱な地山では遅れが生じました。

予想を超える結果 

Boomer L2Cを使って、工事は計画より1割ほど
早く進んでいると河田さんは評しています。「発破
掘削は順調に行なわれています。リグのおかげで、
はるかに予想を超える結果を生んだ数ヶ月間もあり
ました」例えばNATM 2の掘削は月進138.3 mの
予定でしたが、実際には149.4mに達していました。

NATM1だけは大量の出水で工程より遅れまし
たが、問題箇所を通過してからは2カ月連続して予
定を上回りました。

 現場ではジャンボのみでなく、数々の
アトラスコプコ製品が採用されていま
す。TBMに先だって掘削される76mm
径の探査孔にはCOP 1838  ME さく
岩機、また全てのドリリングツールスはア

トラスコプコ製です。
 機械の高い生産性と熟練したオペレータのおか

げでクアラルンプールの人々は予定よりも早く給水を
受けられるようになります。　　　　　　　　　

大 量 の 水をクアラルンプ ー ルに供 給 する、
セマンタン導 水トンネ ル

>>>>>  特　集  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

ペハン州

セランゴール州

ネグリ・
センビラン州

クアラルンプール市

管路

取水&ポンプ所

ケラウダム

ケラウ貯水

導水トンネル

水の輸送路：オープンカットのカルバートと4本の
横坑を持つ、全長44kmのトンネル。本トンネル
はTBM、図茶色部分のカルバートと横坑はアトラ
スコプコBoomer L2C が掘削します。
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トルコは世界屈指の豊富な天然資源保有国で採取できる鉱石は53種類もあり
ます。一方、鉱山を取り巻く環境は大変厳しく、鉱山関係者にとってチャレンジの
毎日です。M&Cは彼らが問題を克服している様をレポートします。

トルコの鉱石生産量は、ここ10年間で300％近く
伸びており、鉱山業界も躍進を続けています。クロム
鉄鉱、銅、ホウ酸塩鉱物、亜鉛など鉱石の世界最大
の輸出国で、輸出額は2011年に20億ドル（1560億
円）に達しました。

さらなる成長のため、鉱山業者はアトラスコプコ
の機械に大きな期待を寄せています。

黒海からの銅

北東部に位置するムルグル銅鉱山はその好例
です。2006年に民営化され現在はジェンギズ・ホー
ルディングの子会社、エティ・バキール社が操業して
います。露天掘りと5km先にある坑内掘りの現場で
は、アトラスコプコのドリルリグが採堀を行なっていま
す。

露天掘り採堀場でも多くのアトラスコプコのドリル
リグが使われており、7台は生産用掘削を、2台は2
次発破と付帯工事を行なっています。

掘削用に2ブーム付Boomer 282、生産用に
Simba 1254、2台のST1030ローダー、2台の 
MT2010マイントラックが、アラリック地下鉱山で稼
働しています。さらにドーザーブレードを装備した
Scooptram ST-3.5が、掘削後のスト―プを埋め戻
すため選ばれました

アトラスコプコ第一号機、FelxiROC D60 (購入
当時の名称ROC L8) が搬入されたのは2007年の
ことでした。アトラスコプコトルコ、ビジネスラインマネ
ジャーのバハディール・エゲナーは当時を振り返り「
エティ・バキール社はその後さらに4台のFlexiROC 
D60を購入しました。その結果、さく孔能力が上がり、
さらに予備のリグを所有していることでスケジュール
通りのメンテナンスができるという恵まれた環境で仕
事をしています」

エティ・バキール社機械担当マネジャーのハッサ
ン・ケシマルさんは、現場について「鉱石は摩耗性が
高く、厳しい気候が機械に負担を与えている」と言い
ます。「夏は暑くて35℃、時には38℃になることもあり
ます。乾燥していて埃が酷く、機械に良いわけはあり
ません。反対に冬は湿度が高く、マイナス15℃になる
ほど厳しい寒さです。ぬかるんだ土は摩耗性があり、
リグの台車部に問題を引き起こします」

露天掘り鉱山の目標生産量は1日あたり、鉱石1
万トン、ズリは3万～3万5千トン、2012年年間では鉱
石300万トン（内、銅精鉱10万トン）、ズリ1000万トンで
す。ムルグル露天掘り鉱山のズリはほとんどが石灰華

（やや軟質の火山岩）ですが、鉱石は強固な高シリ
カ・デイサイトです。

トルコでのチャレンジ
アトラスコプコの機械を使い、トルコの鉱山は豊富な鉱物資源を
活用しています。 

ムルグル鉱山でのFlexi
ROC T35
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トルコでのチャレンジ

FlexiROC D60操作6年の経験をもつムスタファ・
メルトさんは「鉱床では12m長孔を約20分でさく孔
しています。ズリでは約10分か、岩質が組み合わさ
っているともう少しかかります」と説明してくれました。

165mm径の孔の場合は、114mm径のロッドにコ
ンベックスボタンビットを取り付けたCOP 64 ゴールド 
DTH hammer を使い、FlexiROC D60でせん孔し
て行きます。ベンチは10mで余掘りは2mです。一般
的には10時間のシフトで15孔をさく孔しますが、条件
がそろえば25孔も不可能ではありません。

鉱石は4×4m、ズリは5×5mの発破パターンが通
常取られていますが、デイサイトの組成成分はばらつ
きがあり、オーバーサイズの岩塊で二次破砕が必要
なこともしばしばです。 

COP 1840 HEトップハンマーを装備したFlexi

ROC T35 (旧ROC D7)が、大塊の二次発破用の
89mm径の孔をさく孔しています。少し小さめの岩
塊であれば、2台のHB2000ブレーカが破砕してしま
います。

鉱山マネジャーのフェルハット・エクレンさんによる
と、露天掘りと別のさく孔業者が操業している地下
を合わせた鉱石の年間生産量は14万トンとのこと
です。地下から採取される様 な々グレードの鉱石も
処理工程のために地上に保管されます。

Boomer 282は、5×5mの水平坑を掘削し鉱山を
開発していきます。45mmのバリステックビットを装着
した3.5m長ロッドを使い、オペレータは1シフトあたり
3m掘削します。バーンカットパターンで１切羽におよ
そ60孔を発破した後、スエレックスボルト、スプリットセ
ットボルト、全面に吹き付けられた鋼繊維補強ショット

クリートが、天盤を直ちに支保していきます。
ストープ（階段式）掘削にはSimbaが使われま

す。15m長、89mm径の孔を垂直にさく孔していきま
すが、鉱床の場合には鉱石とズリの境界線に沿っ
て角度を変えてさく孔します。

イスタンブール ムルグル鉱山

キスラダック鉱山

エティ・バキール社ムルグル銅鉱山機械担当マネジ
ャー ハッサン・ケシマルさん「ここでは摩耗しやす
い鉱石と厳しい気候が大きな課題です」

フルスピードで進む作業：アトラスコプコリグはムルグル鉱山でさく孔から運搬まで、あらゆる作業を
こなします。ベンチは10m高で余掘りは2m、鉱石には4x4m、ズリには5x5mのパターンを採用し
ています。 
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Scooptram LHDローダーが鉱石をマイントラック
に積み込み地上に運んで行きます。ストープはズリを
セメントで固め埋め戻しされます。よりコンパクトに大
容量の積み込みができる、ドーザーブレード装備の
Scooptram ST-3.5と、LHDローダーが盛土作業を
行なっています。

産金量倍増を目指す

はるか西のアナトリア高原にあるキスラダグ鉱山
ではカナダの産金会社、エルドラド・ゴールド・コーポレ
ーションが、順調に作業を進めています。

キスラダグ鉱山は2006年に開山されエルドラド・
ゴールド社の子会社、トゥプラグ社（Tüprag Metal 
Madencilik Sanayi ve Ticaret）が操業 しており、
トルコ国内最大規模の約9トンの金を産出していま
す。

黒海近くの鉱床は火山性塊状硫化物ですが、
キスラダグの鉱床は鉱化変質斑岩に分類されます。
深度30～80mにある軟質な酸化鉱物の金鉱床は、
最高グレード1 g/tと評されています。

トゥプラグ社が掲げている目標は2014年に産出
量を2倍以上にすることだと、鉱山マネジャーのセル
カン・ユゥクセルさんは言います。2008年に他の業者
から操業を引き継いで以来、生産用の発破孔には
2台のアトラスコプコDM45を使用してきました。2011
年半ばに購入したPit Viper PV-235と合わせる
と、3台で11ケ月間に行なったさく孔は延べ650km
です。	

これについてユゥクセルさんは「58800孔以上
に相当する長さです。Pit Viperは最初の4ヶ月で
70kmさく孔しています。もっとも硬岩のさく孔に使
用しているので、DM45と単純には比較できません
が」と言います。 

「Pit Viperはパワフルで1回に12mさく孔できま
す」オペレータのヤサール・センタークさんはこう言い
ます。「タワーを立てたままで移動できるのは本当に
ありがたいです。降ろしたり立てたりの作業をしなく
てもいいので、その分さらに5箇所はさく孔できます」

鉱石、ズリともに4.5～5.25mのダイアモンドパター
ンか、それより若干広めに掘削します。COP54ゴー
ルドハンマでは152mm径、COP64では165mm径
のさく孔を行ないます。サブドリルは10mベンチで通
常0.8mです。

キスラダグ鉱山の成功に貢献しているアトラスコ
プコリグは、削岩機だけではありません。QLX35ハン
マを搭載したFlexiROC D50(ROC L6)が岩壁を安
定させるためにプレスプリット孔をさく孔します。さく孔
パターンは95mm径20m長のダブルベンチ孔で、サ
ブドリルは1mです。現場の周囲全体を1m間隔で
平行にさく孔していきますので、リグの配置に狂い
は許されません。

「もう一つの問題点は、地質の違いにより岩壁
が65～77度傾斜していることです。今までに、一方
向のみ傾いている孔、2重平面とも傾いている孔もあ
りました」とユゥクセルさんは言います。

見守り続ける

エティ・バキール社もトゥプラグ社もリグメンテナンス
は自社ですることに決めました。しかし、アトラスコプ
コは常に注意を怠りません。サービス技術者は毎週
定期的にムルグル鉱山を訪れ、坑内と明りの両方の
現場で機械の状態をチェックしています。　　

最強のコンビ：Pit Viper PV-235（上）は2011年半ばに搬入され、DM45とともに11ヶ月間
で650kmのさく孔を行ないました。

トゥプラグ社鉱山マネジャー セルカン・ユゥクセルさ
んは生産量倍増を目指していると明言します。

 パワフルなPit Viperのおかげで、1シフトで
さらに5箇所さく孔できます。 
キスラダグ鉱山Pit Viper 235オペレータ、ヤサール・センタークさん
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硬い岩盤、高いベンチ、深いさく孔長。これらの問題解決にはコンプリートドリリ
ングパックが最適です。ロッドのサービスライフが長いので、結果的にロックドリ
リングツールス経費の大幅削減につながります。

一般的にロッド・ビットにとって過酷な条件となるス
ウェーデンの西海岸にある採石現場で、ロッドのライ
フが記録的な長さになっています。

ヨーテボリ近郊にあるアンガード採石場で、掘削
業社のスカンスカはクローラドリルSmartROC T35 

（旧 ROC D7）にはアトラスコプコ・セコロックのシャ
ンクアダプター、ロッド（T45）、リトラックビット（76mmと
89mm径）を使うことにしました。

耐久性と信頼性に定評があるシャンクアダプタ
ー、ロッド、そしてリトラックビットを取り揃えたのは、一
般的には良い選択といえます。しかし、SmartROC 
T35とオペレータの技術が揃って結果が出せるとい
うことを考慮すると、明りの現場ではなかなか難しい
ものがあります。

亀裂が入っている花崗岩、石英、雲母等の硬
岩上の高さ25～30mのベンチに長孔がさく孔され
ます。ドリリングパターンは2.5×3.0mで、さく孔速度
は1.1～1.6m/分です。これだけ見れば、何も特別な
ことではありません。

しかし、孔曲がりが20mに10～50cmとわずかだ
ったり、ロッド消費が極端に低いとなれば話は違っ
てきます。

リグにはGPSロックマネジャーコントロールシステ
ムが搭載され、正しい位置で掘削できるよう掘削プ
ロセスが管理されそして、7本のカルーセルからロッ
ドの継ぎ足しができるようにします。ロッド圧力が60
～70barに抑えられるとフィード圧が40barになりま
す。

この結果、さく孔速度が良くなり、ロッドのライフも
26000mにまで伸びます。平均のサービスライフが
8000mもあるシャンクアダプターがあれば、オペレータ
は毎週1100m～1200mの発破孔をさく孔できます。

アトラスコプコのプロダクト・スペシャリスト　パー
オロフ・エイナーソンは「この結果はすごいです。私
がこれまで経験したなかで最高の例です。セコロッ
クのドリリングツールスとクローラドリルと腕のいいオ
ペレータが揃えば相乗効果で、最小のコストで最
大の生産性を上げられると実証できました」と話し

てくれました。
エイナーソンは、ロッドのサービスライフを極めて

長く保つのには、腕のいいオペレータが欠かせない
ことを強調します。そして「多くの人々が考えている
ことと違って、生産性に影響を与えるのはさく孔率
だけではないのです」と付け加えてくれました。

アトラスコプコのドリリングツールスは耐久性を最
大限まで高めるために特別な熱処理が施されてい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　

 サービスライフの長さは驚異的！
コンプリートドリリングパックがその違いを生む

　なぜ真っすぐな孔が重要なのか

深度20m以上のさく孔に対し孔曲がり10
～50cmというのはとても満足のいくもので
す。大口径で孔曲がりすると孔の底部同士が
近すぎたり離れすぎたりするため、発破後破
砕された岩石の大きさがまちまちになります。
岩塊が大きすぎるとクラッシャの投入口に合
わなくなり、二次発破が必要になり生産性が
落ちます。
大口径の孔曲がりのもう一つの欠点は、シャン
クアダプターやロッドが曲がりやすくなったり
折れやすくなるということで、これも生産性を
下げ経費の増加を招く要因になります。

左：シャンクアダプター、T45ロッド、76mmと
89mm径のリトラックビットの完璧な組合せ
スウェーデンの西海岸にあるアンガード採石場は
スカンスカ社が操業しています。同採石場は週当
たり13000～17000トンの骨材を道路建設や
その他建設プロジェクト用に供給しています。

上：クローラドリルのオペレータ　ミカエル・ヨハン
ソンさん
SmartRoc T35を操作中です。このクローラドリ
ルにはGPSロックマネジャ-コントロールシステム
が搭載されています。

>>>>>  商品と進展  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>



12 マイニング&コンストラクション　2012/3

1980年代にダイヤモンドワイヤーソーが販売され、
ほどなく規格石材業者（DSI）と採石業界で高い評
価を得ました。その後、ワイヤーソーの生産力も上が
り、改良が続けられてきました。そしてSpeedCutは
今、新しい分野で活躍しています。 

2012年1月にイタリア ぺルフォーラ社を得、アトラ
スコプコは多種多様な石材用切削機を提供してい
ます。傑出しているのはSpeedCutです。世界最速

のカッターで、通常2km/分のスピードで石材を切断
していきます。 

近年は振動と騒音に制約のある都市部でのイン
フラ整備プロジェクトが増え続けており、発破掘削
工法に替わり、厚板状の岩石を切断し取り除く工法
が一般的になりつつあります。代表例はスウェーデン
ストックホルムのシティラインプロジェクトです。14の島
と歴史のある地を通り建設されます。 

シティラインにより市民の交通手段は大きく様変
わりしますが、地下工事も新しい局面を迎えていま
す。2017年に開通予定のシティラインにより乗客輸
送量は倍増され、ストックホルム全体の公共輸送シ
ステムも向上します。 

最新の技術を駆使して
規格石材採石場で使われている、アトラスコプコダイヤモンドワイヤーソーは、
都市開発にも一役買っています。SpeedCutは世界でナンバーワンの高速万能
カッターとして知られています。
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最新の技術を駆使して

このプロジェクトで建設される全長6kmのトンネ
ルは水面の下を通る箇所があり、そのすぐ近くに駅
も建設されます。さらには、市の中心部を通るため既
存の地下鉄の線路の数メートル横を走る箇所や、
文化遺産として登録されている歴史的建造物の直
ぐ下も通ります。 

リッダルホルメン島では、地下3～6mにある大量
の岩石を運び出す必要がありました。スウェーデン

の強固な花崗岩を掘削する場合、発破工法が一
般的に用いられますが、周辺地盤へのダメージが大
きいことが懸念されます。 

この問題を解決するため、ノールボッテン・ベルグ
テクニック社（爆破及び岩石切削の専門会社）は
最新型ダイヤモンドワイヤーソーSpeedCutの使用
を決めました。 

振動を抑える

「振動が問題な場合は、ダイヤモンドワイヤーソ
ーが理想的な解決法です」ノールボッテン・ベルグテ
クニック社プロジェクト・マネジャーのレイフ・アルヴィド
ソンさんは言います。「SpeedCutの仕事ぶりに大満
足です。ワイヤーを切ることもなかったし、ロスタイムも
ほとんどありませんでした」 

ストックホルムの静穏を守る：SpeedCutは気になる振動を起こさず、新しい地下鉄トンネ
ル建設用に岩石を切断しています。
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SpeedCutは建物や設備を損傷せずに毎時7
～8m2の岩石を切断し、2週間でこの難しい仕事を
完遂しました。

レイフ・アルヴィドソンさんは続けて「ぺルフォーラ
社の多種多様な機械をアトラスコプコが販売するよ
うになったということは、どこにいても完璧なサポート
が得られるということです」と話してくれました。 

人口が集中している、街の北にある現場では、密
集して配置された孔に対し水平方向に切断していく

「ブラインドカット」と呼ばれる工法で、SpeedCutは
作業を行なっていました。113年の歴史を持つ聖マ
タイ教会がほんの数メートル先にあります。

ここでもノールボッテン・ベルグテクニック社は専門
知識を駆使し、30度の傾斜を持つ全長60mのトンネ
ルを通りシティラインと接続される、新しい駅を建設し
ています。近隣の建物は振動の規制が発破につき
70mmですが、教会は22mmと厳しい数値です。ワイ
ヤーによる切断は理想的な方法でした。 

ノールボッテン・ベルグテクニック社経営責任者、
アンドレアス・クリストファーソンさんは、工事業者にとっ
て技術は非常に貴重な財産であり、技術のおかげ
で様 な々ケースに柔軟に対応できると言います。「規
定のデシベル以下の騒音レベルで作業できるので、
夜間工事も問題なくできるほどです」 

ワイヤーソーが問題を解決する

クリストファーソンさんは続けて「ワイヤーは最初に
切り込みを入れる時には音がしますが、一度切り込
みが入って岩を切断する場合には、音はほとんど出
ません。さらに電動なので、ディーゼルエンジンの騒
音とは無縁です」

標準使用の場合、1本のワイヤーは約1週間使用
可能で、200～300m切断できます。一般的なワイヤ
ーは直径11.2 mmで1mあたり35のダイヤモンドが装
着されています。　　　　　　　　　　　　

SpeedCutのメカニズム

　最高切断速度45m2/時のSpeedCutは市場
で最も速いダイヤモンドワイヤーカットソー
です。ユニークな特許取得済みのワイヤー張
力システムにより、速い切断スピードとワイ
ヤーの耐摩耗を実現しました。 
　突然の漏水、供給電力の低下、不均質素材
などの突発的な事態が生じても、ワイヤーの
張力は一定に保たれます。パネルマシーンイ
ンターフェイスと接続ケーブルは取扱いが容
易で、しかも安全な距離を保って機械の操作
ができます。
　水平方向、垂直方向、地表に近い部分の切
断も可能です。さらに、主要部のフライホイ
ールは320度回転可能で、最高2mの距離の
平行切断が位置を変えずにできます。
　作業の設定変数やプロセスの変更、記録が
できるので、最適なパフォーマンスで作業が
行なえます。切断時間、ワイヤーの性能、エ
ラーコードリストなどの設定変数は、USB
メモリーを使いコンピューターに簡単に取
り込むことが可能です。2012年9月1日か
ら、SpeedCutは黄色とグレーのアトラスコ
プコカラ―に変わりました。

SppedCutの動画は右のQRコード
を読み取りご覧ください。

振動から守る：現場の1m先には住宅や聖マタイ教
会（右）がありますが、振動が伝わらないよう守られ
ています。

「振動が問題な場合、
ダイヤモンドワイヤーソーは

理想的な解決法です」

ノールボッテン・ベルグテクニック社プロジェクト・マネジャー、レイフ・アルヴィドソンさん
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ルクセンブルグのショッターワーク・モーズドルフ採石場では、クワトロムーブ
メント機能を持つパワークラッシャPC6を活用しお客様の要求に応えています。

ルクセンブルグのショッターワーク・モーズドルフ採
石場は、お客様が必要とするきれいな粒形と正確な
サイズの石材製品を作ることで定評があります。ビジ
ネスとしても可能性に満ちています。
ドイツ国境の北東部に存在するモーズドルフが製
造する石材製品は高品質で評判がよく、道路建
設、コンクリートやアスファルトさらに、造園や園芸用
の骨材などに利用されています。
同採石場は1961年よりエレンツ・ゴーツファミリーが
所有していますが、お客様はそこで製造される高
品質の石材製品とその納期に満足しています。
自走式クラッシャの選択がその鍵となりましたが、モ
ーズドルフが選んだのはアトラスコプコのパワークラ
ッシャPC6でした。

パワークラッシャPC6は独特のクワトロムーブメン
ト機能があることで知られており、市場では最も信
頼性の高い自走式クラッシャの１機種と考えられて
います。このクワトロムーブメントシステムではクラッシ
ャのジョーが８の字に動き、岩石を正しいサイズと綺
麗な粒形に仕上げます。
取締役のウーウイ・ボールダーさんは「お客様にとっ
て完璧な製品です。岩石は凝縮したものがベスト
で、お客様の中でも道路建設に携わっているお客
様はそういう製品を好まれます」と例を上げながら話
してくれました。
同採石場のPC6は6種類の粒形の岩石を製品一式
として製造しています。ボールダーさんの話は更に続
きました。「グリズリースクリーンが大きな岩石と小粒
の岩石を分類してくれるので助かっています。それ
に、岩石の粒形を綺麗にするクラッシャとクワトロ

ムーブメント機能があるのも良いです。
メンテナンスサービスはとても大切ですが、アトラ

スコプコのサービスはとても良いです。部品も注文す
れば24時間以内に納品されます」　　　　　

多用途とリモートコントロール

　パワークラッシャPC6はいろいろな粒形の製
品を作ります。それらはコンクリートやアスファ
ルトをリサイクルするために用いられ最終には製
品はさまざまな建設プロジェクトで使われます。
　リモートコントロール可能なPC６の特長は、
スクリーンボックスやクラッシャに材料が投入さ
れる前に材料を篩にかける独立型ダブルデッキグ
リズリーセクションがあることです。

>>>>>  商品と進展  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

右のコードをスキャンすれば、ウーウイ・
ボールダーさんのライブインタビューとパ
ワークラッシャPC6の詳細をご覧いただけ
ます。（英語のみ）

良いビジネスの形

粒形が問われる：モーズドルフ採石場の取締役ウーウイ・ボールダーさん、写真左はPC６が製造した製品
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クイーンズランドで
燃料コストを
削減する
さく孔経済の大きな改善を支える新し
いテクノロジー

Pit Viper 235は必要な時にだ
け空気が流れます。ボタンでコ

ントロールできるのです。
デベス・ドリリング・クイーンズランド創業社長ナイジェル・デ・ベスさん

オーストラリア クイーンズランドの鉱山施工業者DDQ社は、
アトラスコプコPit Viper 235を購入して、燃料コストを大幅に
削減しました。その鍵はPit Viperのクラッチにあります。
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始めの3ヶ月間で約75000豪ドル(約600万円)、24
時間で1000リッター、1年後には何と4200万円。これ
はオーストラリアの鉱山施工業者デベス・ドリリング・
クイーンズランド（DDQ）が、たった1台の新しいリグ
を導入したことにより達成できた燃料コスト削減の
数字です。 

DDQはアトラスコプコPit Viper 235のトップクラ
スの経済性を享受しています。そして節約できた結
果はニュー・ホープ・コーポレーションを始めとする、ニ
ューオークランド炭鉱の顧客に還元されています。

DDQ創業社長ナイジェル・デ・ベスさんは「始め
の3ヶ月間だけでも75000豪ドル(約600万円)燃料コ
ストを削減できました。そしてこの数字は段階的に
使用している間中続きました。1日に1000リットル、年
間で約4200万円の節約が可能です」

PV-235購入に際しての決め手は、リグの低燃費
でした。「1時間あたり50～55リットル節約できていま
す。コンプレッサのウェットクラッチ技術のおかげで
す」とデ・ベスさんは言います。

押しボタン式がもたらす経済性

油圧式トップヘッド駆動のPV-235に装備されて
いる、油圧式自動クラッチ（特許出願中）はロータリ
式からDTHドリル操作まで、傑出した性能を発揮し
ます。

「PV-235のエアは必要に応じて出てきます。さく
孔にエアが必要な場合はボタンを押せばクラッチが
入り、コンプレッサが作動します。つまりコンプレッサは
必要な時にだけ動くという事です」デ・ベスさんはこう
説明してくれました。

続けて「アトラスコプコはロッドグリーサもエアグリ
ーサも、エアの必要のない電動式ポンプに変えまし
た。エアが必要なのはドリルビットだけです」

DDQはニューオークランド炭鉱で4年近く操業し
ており、PV-235は2012年2月に導入されました。PV-
235は主に229mm径、50m長のブラストホールをさ
く孔しています。 

「さく孔の最高記録は10時間に1200mですが、
今後この記録は伸びて行くと考えています」とデ・ベ
スさんは言います。オペレータはPV-235の操作に
慣れてきていて、調子が上がってきているところで
す。PV-235があれば1時間にあと10mはさく孔でき
るでしょう」

 コンプレッサやハイテクリグの性能を効率良く
使えるのは、アトラスコプコ・リグコントロール・システム

（RCS）のおかげです。遠隔操作移動、自動レベル
設定、オートドリリング、自動記録装置、GSPナビゲー
ションシステムなどの機能を備えています。 

デ・ベスさんがPit Viperに信頼を寄せている理
由は、他にもあります。シングルパスさく孔が可能なこ
とです。「リードロッドだけで12.2m長のきれいな孔を
さく孔できるのは大きな強みです。Pit Viperの新し

いさく孔システムは本当に凄いです。今までの見て
きたどんなリグも超えています。速くて操作も簡単で
す」 

他にも忘れてはならない利点があるとデ・ベスさん
は言います。「オペレータが疲労しないのです。操作
もしやすいし、必要なものは全て座席から簡単に手
が届きます。仕事を終えてリグを離れる時も、オペレ
ータは元気で注意力も充分ですよ。これは夜のシフ
トには、大切なポイントです」

PV-235に加えてDM25　2台、DML HP 1台が
稼働しています。大型のPV-275も2台2013年には搬
入される予定です。

アトラスコプコはクイーンズランド州の顧客に12台
以上のPit Viperを販売しました。全てのリグにはコ
ンピュータ制御のRCSコントロールシステムが搭載さ
れています。　　　　　　　　　　 　　　　

クラッチが燃料コストをどう削減するのかは、18ペー

ジの「技術動向」をお読みください。	

DDQのオー ナ ー 、ナイジェル・デ・ベスさん はPit V iper235 に
よってもたらされた燃 料 削 減 他に満 足して います 。
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>>>>>  技術動向  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

大型穿孔機Pit Viperに搭載したアトラスコプコが開発したクラッチ技術によ
り、維持費のみならず環境に対するリスクを軽減させる事に成功致しました。

アトラスコプコは業界初となるオートマチッククラッ
チシステム（特許出願中）を、大型穿孔機向けに開
発致しました。鉱山業界にとっては最新技術となりま
すが、既に実証されている技術です。
開発に成功したクラッチコントロールユニットにより、
大型穿孔機の燃料費やメンテナンス費の削減につ
ながり、燃料を大幅に削減する事により環境にも優し
いオプションが出来上がりました。
ドリルを勉強された方は御存知かと思いますが、

ドリルの仕事内容は、穿孔、移動・走行、レべリング、
ロッド接ぎ足しなどがあります。
通常これらの作業中にはエンジンとコンプレッサは
常に回転しておりますが、コンプレッサが必要となる
のはたった一つ、穿孔中の繰粉排出時のみです。
必要に応じコンプレッサを稼動したりしなかったりす
ることが出来ればエンジンへの負荷を減らす事が
出来るはずです。
というのも、コンプレッサがスタンバイ時でも30%もの
エンジン定格馬力を消費しているのです。

アトラスコプコは穿孔時のみコンプレッサが稼動
し、他の作業時には稼動しないという有益なシステ
ムを開発致しました。
このシステムにより、燃料やメンテナンスにかかる費
用を大幅に削減することが出来ます。消費燃料の
削減が環境に大きく影響を与えることは言うまでもあ
りません。

操作性

このクラッチシステムを追加しても機械の操作は
以前と全く同じです。シンプルかつ部品点数も少な
いので、既にご使用されている機械にも簡単に取り
付けることが出来ます。また、以前と違った操作をオ
ペレーターが行う必要もありません（図１）。通常通り
にセットアップを行った後、コンプレッサのスイッチをオ
ンにするだけです。その瞬間、クラッチコントロール装
置に信号が送られ、エンジン回転数が900rpm前後
に自動的に減速し、クラッチがつながり始めます。

コンプレッサとエンジンがつながった後、エンジン
回転数は自動的に定格回転数に戻ります。機械的
にもオンとなり、コンプレッサは負荷運転を始めます。
僅か3秒以内でこれらの作業を完了するので、見た
目には全くわかりません。穿孔終了後、オペレータは
コンプレッサのスイッチをオフにするだけで、自動的に
クラッチが切り離され、次の孔へと向かえます。
全く同じ条件下でシングルパスとマルチパス、クラ

ッチの有無で穿孔・比較してみるとシングルパスのク
ラッチ有りが明らかに燃料を使いません。一孔の燃
費向上が年間の燃料費の削減に大きく繋がってい
くことは明白です。

燃料高騰との戦い
報告　アトラスコプコ・ドリリングソリューション プロダクトマーケティング部 エンジニア モーリーン・ボハック

機械モデル名 Pit Viper275

空気

エンジン

さく孔サイズ

アプリケーション

シングルパスの深さ

シングルパスの深さ

低圧　1900cfm@110
PSI/53.8m3/min@7.6 bar

Cat C27-800HP@1800RPM

251mm(9-7/8”)

コールオーバーバーデン

11.3mm(37ft)

59.4m(195ft)
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一般的にマルチパス（長孔穿孔）の方がシング
ルパスに比べ、穿孔以外の時間を必要とするた
め、燃料抑制量が大きくなる傾向にあります（図２）。
また、燃料抑制量は軟岩の方が硬岩に比べて大き
くなります。硬岩穿孔の場合、穿孔時間の方がパイ
プの継ぎ足し時間より長く、軟岩穿孔時よりエンジン
馬力と燃料をより消費します。

可能性

軟岩・硬岩、マルチパス・シングルパスに関わら
ず、大幅に経費削減できる可能性があるということ
です。事実このオプションを取り付けた予備調査で
は燃料消費量を30%も削減できたケースもありまし
た。アトラスコプコの大型燃料タンクや水タンクがつ
いている機械では別のメリットがありました。
このクラッチシステムにより、燃料補充や水補充

のサイクルタイムが伸びました。燃料や水を補給し
ている時間が少なくなり、ローリーを動かす間隔もな
がくなり、生産性が向上いたしました。

PV-275の燃料タンクは2,365リットルで、3,100リットル
の水タンクを搭載しておりますが、このクラッチシステ
ムを搭載することにより、ローリーで燃料や水を補給
することなく、24時間連続で穿孔し続けることが可
能となりました。
今回のクラッチシステムはたくさんのオプションのう

ちの一つですが、お客様の作業環境や近隣環境に
考慮した、環境に優しいオプションです。
クラッチシステムは運営経費の削減に役立ちます
が、それ以上に重要なのは、お客様の安全性と環
境に配慮されていることです。

ISO14001認証を持つアトラスコプコは機械の設
計、組立、設備においても厳しい環境基準を設け、
経費削減だけでなく、環境面やお客様の利益に貢
献すべく、日々 努力と開発を続けています。　　

>>>>>  技術動向  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

モーリン・ボハックはアトラス
コプコドリリングソリューショ
ンUSAのプロダクトマーケティ
ングエンジニアです。大口径ブ
ラストホールドリルリグに関す
る情報収集し世界各国のカスタ
マーセンターに提供しています。

燃料高騰との戦い
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特許出願中のオートマチッククラッチシステムは大型
穿孔機向けのオプションです。
右：クラッチシステム搭載機は、黄色で示してある穿孔時と
ホールクリーニング時のみ圧縮空気を作成します。

クラッチシステム

軟岩穿孔時における異なる穿孔深度に対する燃料消費量。孔の深さやパイプ継ぎ足し本数に比例して燃料
抑制量が大きくなります。また、穿孔速度が大きくなる軟岩では抑制量が大きくなります。実際の抑制量は
それぞれの穿孔機、アプリケーションによって左右いたします。

クラッチオプションの特徴  

XX クラッチは特に寒冷地において、始動時
のエンジンの負荷を減らします。エンジ
ンとコンプレッサの寿命を延ばします。
XX クラッチシステムを搭載する事により、
コンプレッサとエンジンを別々に管理す
ることが出来ます。以前まではエンジン
アワメーターで管理していたものを、そ
れぞれ独立に管理、保守計画を立てるこ
とが可能となります。
XX 今までの仕事を少ない燃料で作業する
ことができ、環境への影響も軽減され
ます。
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>>>>>  商品と進展  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

新技術により簡単に素早くドリルリグの状態をモニターリングできるようになり
ました。

ドリルリグ全体の点検やトラブルを引き起こす要
因を突き止めるには、リグのある部分を解体し、再
び組み立てる作業が必要でした。しかし、これも昔
の話となりました。我々は、カナダの鉱山会社や技
術開発業者の協力の下で、機械の「健康診断」を
行うシステムを開発しました。名付けて「アトラスコプ
コリグスキャン」です。さまざまな繊細なハイテク機器
を駆使し、瞬時にデータが集められ分析できるよう
になります。

アトラスコプコサービス事業部の製品チームマネ
ジャー ジェフ・ローズは次のように説明します。「迅速
かつ正確に機械のパフォーマンスを査定できるアプ
リケーションの携帯ツールには、誰にも真似できない
技術が使われています。リアルタイムで点検できるの

で連続使用が可能になり、経費の掛かる部品の不
具合発生を防ぐことができます。リグスキャンは機械
の今と過去のデータを瞬時に集約し、安全作業を
確実にし、素早く判断し、適正な処置が必要であれ
ば修理出来るように整えます」

アトラスコプコリグスキャンの特長

・予想分析し機械の休止を避ける
・包括的にパフォーマンスを分析し生産性を上

　　げることでオペレーションコストを削減する
・素早いトラブル対応で保守コストを削減する
・潜在的な危険を予測し、安全性、環境負荷に

　　対処する
・燃料効率を改善する

この新技術で機械のメンテナンスが合理的に
行われるようになり、その結果として稼働時間、生産
性、利益性を向上させます。リグスキャン機能は最
初にブラストホールドリルリグ用に海外で2012年の
半ばに発売されました。そして、最終的にはすべて
の機械でも利用できるようにされます。

「アトラスコプコは「持続可能な生産性」を約束
していますが、リグスキャンを使われるお客様は、機
械のパフォーマンスを予期し安全性を確立できるだ
けでなく、保守契約、遠隔モニターリング、オイル管
理、オーバーホール等機械の総合的なサービスソリ
ューションも得られます。」　　　　　　　　　

リグスキャン
最適なパフォーマンス
を実現する新技術

健康診断：お使いのドリルリグの調子はいかがでしょうか？アトラスコプコのリグスキャン技術は最低
の休止時間でその場で答えを出します。
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ノルウェーの粘土層
に勝つ
トロンヘイムトンネルの困難な条件を克服する特別な解決策

難しい地盤と文化財の保存の問題を克服し、地盤工学エンジニア達は
ノルウェーのトロンへイム市に新しい道路トンネルを建設しました。

この難しい仕事には、
最適なせん孔方法でした。

ハリングダル・ベルグボーリング社社長、ヤイール・ベスラガルドさん
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ノルウェーE6号道路のトロンヘイム ‐ スチュール
ダル間の建設工事は2014年の完成を目指し、順調
に工事が進んでいます。しかし建設工事は様々な
問題を抱え、特にトロンヘイム市入口に建設される
全長2.6kmの道路トンネル工事は困難を極めてい
ます。

通常では容易なトンネル建設工事のはずでした
が、エンジニア達は普通の現場とは全く違っているこ
とに、気がつきました。トンネル建設予定地は水を含
んで緩んだ粘土層を300m通過し、そのうち100mは

「クイッククレイ」と呼ばれる非常に不安定な土質で
す。また、歴史的な木造建築物は木杭で不安定に
支えられおり、トンネルはこのすぐ傍を通ります。

トンネルの東にある坑口に擁壁を打ち込む際に、
油圧ハンマを使う従来のやり方はできませんでした。
粘土層に振動を与え、障害を引き起こし、歴史的な

建物にダメージを与える可能性があるからです。

リスクを避ける

市の文化財を守るため、トロンヘイム市当局は
崩壊が危ぶまれる5棟を他の場所に移すことにしま
した。木の土台から外し、まるごと巨大なクレーンで
安全な場所へ運んだのです。

この予防措置作業が遂行されている間、プロジ
ェクトの地盤工学エンジニアチームのNCCは、地盤
を安定させる工法の作業に集中していました。岩
盤まで届く擁壁を打ち込み、根入れをセメントで強
化します。 

現場は厚さ9m～23mの粘土層からなり、地下水
位は地表からわずか約1.5mです。このため粘土層
へ影響を与えたり、地下水位を下げる危険性のある
作業は厳しく禁じられています。

ノルウェー公共道路管理局は工事業者と協力
し、パイプ全長に連結システムを装備したケーシン
グを打ち込む新しい工法をテストしました。3本のケ
ーシングを直接岩盤に、他の3本は「クイッククレイ」
を通り岩盤に打ち込みます。 

ピエゾメーター、全圧計、傾斜計など様 な々方法
による計測と、ケーシング周辺のサンプル土の地盤
工学検査も行われました。その結果、このケーシン
グを使った新しい工法が環境に適した解決法であ
り、アトラスコプコの大口径ケーシングシステムが唯
一の手段であるとの結論に達しました。

解決策

エレメックスシステムは難しい地盤用にアトラスコ
プコが開発したさく孔システムです。ケーシングにリ
ングビットを溶接し、内側のドリルロッドにはパイロット
ビットを装着します。

エレメックスパイロットビットと先行して掘り進むリ
ングビットによりケーシングが深く進んでいきます。圧
縮空気はリングビットにより流れが変わり、ビットの表
面を効率的に流れていきます。ロッドは徐々に粘土
層を通り岩盤に達します。その後、パイロットビットは
岩盤を通常通りさく孔していきます。ケーシングが岩
盤にしっかりと打ち込まれたら内側のロッドは引き上
げられ、残った外側のケーシングにセメントが充填さ
れます。

時計回りに左から：さく孔前に、オーバーサイズのリングビット付きケーシング
シューを溶接する；　ケーシング側面の連結部分を揃える；　パイプ打設後に
回収されたドリルロッド

満足のいく成果：パイプ壁の前で粘土層
を調査するノルウェーのエンジニア

今までこれほど大掛かりに
やったことはありませんでした

が、とてもいい結果が出ました。

ヒニングスル・フンダメンタリング社プロジェクト・マネジャー、トロンド・イムセットさん
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水を通さず荷重にも耐える

アトラスコプコDTH(ダウンザホール)ドリルQL200
ハンマーを使って特別仕様のシートパイル打設機2
台で施工しました。（ケーシング径610mm、リングビッ
ト径674mm）リングビットにより、ケーシングの接合部
分も適切にさく孔できます。

岩盤部分に1.2～4.6m、全体では11～33mの深
さまで349本の連結パイプが打ち込まれました。これ
により、擁壁は水を通さず、縦横の荷重にもびくともし
ない状態になります。

打設工事を施工するのは、NCCの委託を受け
た、ヒニングスル・フンダメンタリングの下請負業者ハ
リングダル・ベルグボーリング社です。

ハリングダル・ベルグボーリング社のプロジェクト責
任者、ヤイール・ベスラガルドさんは工事を振り返り「
この工事の特殊な条件をクリアするのには、エレメッ
クスシステムが理にかなった選択でした。一回の工
程で粘土層を通りぬけ岩盤までさく孔することが連
続してできました。一度うまく行ってからは繰り返し行
うだけでした。」

この方法はNCCの要求に完璧に応えられたと
続けます。「状況を考えると、他のどんなやり方もうま
くいかなかったと考えています。擁壁は頑丈で水も
通さず、工事は予定通りに完了しました」

ヒニングスル・フンダメンタリング社マネジャー、トロ
ンド・イムセットさんは，こうコメントします「アトラスコプコ

は外部協力業者と共同で、シートパイ
ル工法ではない方法で、困難な問題を
解決しました。これほどの規模は世界中のどこにもあ
りません。始めは時間がかかりましたが、慣れるに従
って全長20m、岩盤への根入れ深さ1.5～4mのパ
イプを一日に14本打設できるようになりました。的確
な計画と協力体制のおかげで工事は順調でした」

振動と回転

エレメックスシステムは通常パイロットビットにリン
グビットを固定し、回転、フラッシングにより粘土層と
岩盤をさく孔して行きます。本来ならこの方法で完
璧ですが、トロンドヘイムトンネルでは若干違った措
置が取られたと、ノルウェーアトラスコプコ　ビジネス
ラインマネジャーのグナ―・シュミットは説明します。 

「粘土部での打撃は難しく、接合部の抵抗が
大きく、回転とフラッシング単独では充分でないこと
が判明したので、ケーシングに振動を与えずケーシ
ングにゆっくりと力を加え粘土層を貫きました。パイロ
ットビットが岩盤に達したあと、さく孔とフラッシングを
始めました。」

トロンドヘイムのオープンカット トンネルは2011年
に完成し、安全な場所へ移されていた建物は元の
場所に戻されました。2012年初頭には開通し、予定
通りのスケジュールです。　　　　　　　　　

脚注：E6高速道路の総工費は4億5000
万ユーロ（444億円）、トロンヘイム ‐ ス

チュールダル間を結ぶ全長9.5kmの道路建
設もその一部です。このプロジェクトは2009年に着
工され、2014年には完工の予定です。地盤工学技術
はNCCとSWECOが提供しています。

近すぎる距離：文化財の建築物はそっくりそのまま
移設され、工事後もとの場所に戻されました。

解決策：ケーシングの内側のドリルロ
ッドにはエレメックスパイロットビット
が装着されました。
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Q:世界経済が低迷している中でアフリカは大きな
成長を遂げていますが、この秘密はなんでしょうか？
A:いくつかの要因があると思っています。最初に、
金融危機に関しては、アフリカは他の国々が被った
ような影響を受けませんでした。アフリカにはそのよ
うな膨大な借金がなかったのです。次に、鉱物へ
の世界需要の高まりや金属価格の上昇、そしてこ
の地域が豊富な資源を有していたことです。これら
が若年層の労働力と結びつき、全体的な急成長へ
と繋がりました。

Q:アフリカは世界でも経済成長の著しい地域の１つ
と言われていますが、どのような状況なのでしょうか？
A:過去10年間をみると、アフリカの成長は東アジア
を上回っています。データ上では、アフリカをライオン
マーケットと呼べるほど、アフリカ大陸の数カ国では
アジアのタイガーマーケットやラテンのピューママー
ケットと同等かそれ以上の急成長を示しています。
急成長の国は世界平均以上の成長率を達成して
います。国際企業は発展途上国では投資効率が
最も高い新興アフリカ経済に投資しています。2011
年の成長は3.4%で2010年と比べ5%下がりましたが

しかし、北アフリカ経済の回復と他の地域の成長の
持続により、アフリカ全体の成長は2012年には4.5%、
2013年は4.8%に上がると見込んでいます。

Q:どの国々の成長が著しいのでしょうか？
A:モーリタニア、アンゴラ、モザンビーク、ブルキナフ
ァソ、エチオピアなど資源豊富な国々です。需要を
満たすため開発がとても活発です。探査プロジェク
トが多くあるので、その結果新しく鉱山が操業され
ると考えています。技術とアプリケーションノウハウ
の発展により、付加価値のあるソリューションを提供
できます。利益がでないだろうと目されていた鉱山も
今は利益を上けるベンチャーになっています。同時
に操業中の鉱山も拡大し、生産と生産性も向上し
ています。鉱山業界は明らかに成長を支える原動
力になっています。

Q:今日アフリカの鉱山業界が直面している最大の
問題は何でしょうか？
A:問題を３つ抱えています。それは経験豊富なオ
ペレータの確保、安全性、機器の選択です。地下
鉱山で鍛えられた有能なオペレータは世界中のい
ろいろな鉱山で引っ張りだこになっています。それ
で常に人材が不足しています。誰でもこれに気づ
いており、トレーニングが最も重要な課題になってい
ます。これを解決するために家族に焦点を当ててい
ます。もし、鉱山業界に同じ家族の人達が何人もい
れば、簡単にそこに引きとめられます。安全性もまた
大きな課題で、的確なアプリケーションと機械の最適
化に常にニーズがあるため大部分の会社で常に強
調されていることです。

Q:アトラスコプコはこれらの会社をどのようにサポート
しているのでしょうか？
A:我々の機械に関して言えば、世界中のどのよう
な地域であってもトレーニングと安全性の重要性を
強調しています。中にはシュミレーショントレーニング
を行っている会社もあり、そしてそのような会社は増
えています。シュミレーションは新人オペレータのトレ
ーニングをスピードアップさせますし、実機の操作許
可が下りる前に機械操作を行うことが出来きます。
失敗しても本人がケガすることもありませんし、他の
人にケガをさせることもありません。我々は最適化す
ることで最新鋭のソリューションや効率性を提供し、
お客様が長期計画を達成できるようにお手伝いし
ます。

Q:どの機械がもっともお客様の役に立つと考えて
いますか？
A:適切に使ってさえいれば、アトラスコプコの機械で
あればどれでも有効だと思います。人間工学とコント
ロールシステムのコンビネーションがある限り操作し
やすく、精密で、安全かつ高いパフォーマンスを得ら
れ一番お客様の役に立ちます。性能は生産性を上
げ、その結果１トン当たりのコストを削減できるように
なります。

Q:お客様へのファイナンシングの重要性はいかが
でしょうか？
A:それは重要な要素であり、最近ではファイナンシ
ングシステムを使っているお客様も増えています。
鉱山会社や業者にとって、例えば個々の条件が厳
しすぎる等、機械購入の資金調達が難しい場合、
我々はアトラスコプコのファイナンシングシステムを使
うことができます。

世界経済が伸びや悩んでいるなかで、アジアだけが成長を象徴する黄金の星で
はありません。アフリカもまた急激に成長しています。M&Cはアフリカの現状を
知るために鉱山スペシャリストのアンディ・ヌデュルビラにインタビューしました。

アフリカで
何が起こっているか

付加価値ソリューション：アンディ・ヌデュルビラと
DRCのカモト鉱山で坑内製品マネジャーをしている
リカルド・トレスさん
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アフリカに進出した大手サプライヤとして、我々は鉱
山ビジネスを熟知していますし、鉱山会社が抱えて
いる問題も理解しています。このため、長期にわた
る良い関係を築くという視点から全てのオペレーシ
ョンを見ています。現在ではACC、レリアントドリリン
グ、リグリソース、ブルーロック、ドリルアフリカ等がお
客様になっています。
これには探査や鉱山開発ばかりではなくて生産用
の機械も含まれています。シエラレオーネとガーナで
は鉱山開発を推進するために資金調達を行ってい
ます。

Q:個人的には何を目標としていますか？
A:私の使命はお客様が目標や目標以上のものを達
成し、持続し、アトラスコプコがソリューション提供者
のナンバーワンであると認識してもらえるようにするこ
とです。　　　　　　　　　　　　　　　　

 アフリカの資源 

　アフリカ大陸3千万Km2のには、60種類
の金属や鉱物製品があり、世界の鉱物資源の
約30%、ゴールドは40%、コバルトは60%
埋蔵されています。
　ゴールドが最大の鉱物であり、大部分の
ゴールド、銅、ダイヤモンド、その他の鉱
物は南部アフリカの銅鉱山地帯で見られま
す。
　従って鉱山は最大のセクターであり665
社が操業しています。業界は南アフリカ、
ガーナ、ジンバブエ、タンザニア、ザンビ
ア、コンゴが大半を占めています。
　ある報告によると、これら地域には世界
の急成長経済のベスト10カ国の内6カ国が
存在していると言われています。

アンディ・ヌデュルビラはこれまで30年間アフリカで仕事をしてきました。
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ブラジルでポールポジションにつく

電力と設備をどうするかということは、ブラジルの企業、シルテック・システマス
エレクトリコスにとって大きな課題になっています。効率を上げるために同社はア
トラスコプコのユーティリティパワーポールドリルを試しました。

2012年世界で第6位の経済国として、ブラジル
全体はサンパウロやリオデジャネイロの大都市以
上に潤っていました。その他の都市例えば、リオグ
ランデドスルの南部にある古都でアルゼンチンの
国境沿いに位置するサンボルジャ等もまた急成長
しています。
新興地域に生活する人々に電力を供給するた

めに、シルテック・システマスエレクトリコスは電信柱
を設置する新しい方法を採用しました。
最近、同社はセコロックのパワーポールドリル120

（トラック搭載型のドリリングシステム）で岩盤をさく
孔するテストを4日間にわたり行いました。これは、オ
ーガー工法や発破工法よりも速く効率的です。
シルテックのテストはとても厳しいものでした。エ

アーコンプレッサ、サポートモジュール、ポールドリル
を事前にテストした後、機械に取り付け再びテスト

しました。
最初のテスト孔はサンティアゴのボロッカ近くで

サンボルジャの東に位置するカスティロ建設砕石
が所有する現場で行われました。せん孔
は46分で完了し、その間3回引き抜き、孔
をきれいにしました。0.7Mpaのエアー圧
力で8rpmの回転数、深さ2m、径609mm
の孔をさく孔しました。

最高のパフォーマンス

テスト2日目は、31分間で深さ2mの新
しい孔をさく孔しました。

休暇から戻りチームに参加したシルテックの取
締役ダルシ・シュナイドさんは、部下より「既存の機
械を使って同様の孔をさく孔すると丸１日かかって
いた」という報告を受け取りました。
電信柱用の孔を短時間でさく孔出来たこと以

外に、安全ケーブルとドリルコントロールボックスが
テストではとても素晴らしかったと報告されていま

す。シルテックのオペレータ、
テルトさんとジュニアさんは
安全性では最高の評価を
しています。
ユーティリティパワーポー

ルドリル120は810〜3005mm
をさく孔できます。このドリル
はコンパクトで軽量、シングル
キャニスターで多様なDTH
ハンマに組み合せられます。
　

>>>>>  商品と進展  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

ユーティリティパワーポールドリル120では口径810〜3005mmをさく孔できます。
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地平線を広げる
ブーマーM1Lを使っているお客様は目標以上の成果を手にしています。
ブーマーS1Lの後継機として2011年に発売されたこのリグは、新たな可能性を開くためにポーランド
の鉱山グループKGHMと共同で設計されました。
KGHMとアトラスコプコは鉱山テクノロジーの共同開発を行い成功しました。
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ポーランドの産銅地帯は近代化を迎えました。高い目標を達成するためにそして、
作業条件を改善するためにKGHMとアトラスコプコはブーマーM1Lの共同設
計を行い大成功しました。

低シレジア地域として知られているポーランドの
南西部にあるルドナ鉱山はヨーロッパ屈指の豊富
な埋蔵量がある銅鉱山の一つで、ポーランドの大
手輸出会社KGHMポーレスカ・ミード鉱山グループ
の資源基盤でもあります。同社はコンビナート・ゴル
ニゾ・ハッチンクジー・ミーズという社名で1961年に
国営企業として設立されましたが、1991年に株式
会社に移行しました。

KGHMは銀では世界最大手、銅では第9番目
の大手生産会社で、レグニカ・グロゴー銅地帯とし
て有名な地域全体を中心に操業しています。

目標展開

低シレジア地域では直接的に鉱山業務に就い
ている従業員が18000人もいる大企業であり、更
に従業員10000人が同社の関連会社で働いてい
ます。KGHMの所有地は約467,000km2もあります。

そこにはルビナ鉱山、ルドナ鉱山、ポルコワイス・
シロゾワイス鉱山、更に選鉱所、銅製錬工場2カ
所、線材工場、その他各種補助設備があります。

1969年に操業開始したルドナ鉱山では4シフト

以上で1日24時間ずっと稼働しています。KGHM
は年間30Mトンの鉱石を産出していますが、銅含
有量は1.8%、銀は1トン当たり46g含まれています。
作業員と機械は狭い坑道に向かって更に深く深く
進んでいます。

13鉱区に分けられているルドナでは、深さ
950m～1250mの立て杭が11カ所あります。

KGHMはここで低断面用のドリルジャンボ、ブー
マーS1Lを使用しています。オペレータもエンジニア
もブーマーS1Lのパフォーマンスにとても満足して
いました。

しかし、ルドナ鉱山の岩盤状態が複雑になって
きたことや、今後数年間で作業区域をさらに深くす
る計画のため、KGHMはアトラスコプコに新しいブ
ーマーを要求してきました。

アトラスコプコはKGHMの3鉱山すべてに機械、
サービス、部品サポート等を提供し何年も一緒に仕
事をしてきましたが、新しい局面を迎えていました。

その詳細を得るためにM&Cは、ルーム&ピラー
工法を採用しているルドナ鉱山を訪問しました。そ
こは機械と大量の岩石より出る熱で坑内温度がと
ても高くなっていました。

「古い機種ではこれより深くて狭いシームを掘
削するというお客様の要求を満たすことができませ
んでした。そこで我々は新しいモデルを開発すると
いう可能性を探り始めました」と、アトラスコプコ・ポー
ランドの技術サービスマネジャーのアンドレジ・ゾルテ
ィスクは話してくれました。

ルドナ鉱山を深く進んで いく

 アーティキュレートポイントのデザインが
変わり、リグというよりもローダーのようになりました。 
アトラスコプコ　アンダーグランドロックエクスカベーション部門ビジネスラインマネジャー　ロバート・ヤンコウスキー

デザイン改良：ブーマーM1L
は堅牢でパワーも強く、操作
性もあります。サービスポイ
ントにも簡単にアクセスで
きます。
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彼は同僚のボグスロー・ホルダと共にポルコワイ
ス鉱山にあるアトラコプコのサービス基地で2005年
から新モデルのプロトタイプを製作し始めました。こ
のプロジェクトの一環として、KGHMは3名のエンジ
ニアを派遣し設計・製造チームに参加させました。

主要製品

「完璧なチームワークでした」とゾルティスクは
M&Cに話し始めました。「この協力体制の下で我
々は鉱山の必要性をすべて把握でき、その結果は
言うことなしです。ブーマーは製品群のなかでとて
も重要な製品の1機種になり、今後10年間で需要
が多くなると期待しています」

同プロジェクトは2008年の世界的な金融危機
で棚上げにされましたが、計画が2009年に再検討
され、ブーマーM1Lの開発がスウェーデンにあるア
トラスコプコの施設で再開しました。そして、2010年
11月15日に試作機がルドナ鉱山に納められました。

それから約半年にわたりブーマーM1Lの試作
機がテストされました。稼働時間約800時間で平均
長さ3.2mの孔を32000本以上さく孔しました。

テスト期間中、機械の可用性は90%、利用率は
75%で、数回保守点検のために休止させました。テ
スト後、包括的な報告書が作られましたが、そこに
は操作統計に付け加えて、オペレータとマネジメン
トチームの意見も含まれていました。

「試作機の設計がとても気に入っていますし、
テスト結果にも満足しています。ゴールに到達しま
した。」とルドナ鉱山のメカニカルマネジャーのレゼ
ック・スベックさんは話してくれました。

オペレータコントロール、電気系統、後方カメ
ラの位置に改良が施されて、試作機が完成しま
した。2011年にKGHMは4台のブーマーM1Lを
購入しました。2012年3月に5台目が納品されまし
た。KGHMはそれらを注文して以来、2013年には
さらに15台が納品予定になっています。

サービス性と堅牢さ

KGHMとアトラスコプコの現在の関係について
伺ったとき、スベックさんは次のように話してくれまし
た。「KGHMとアトラスコプコの関係は大切です。
現在組織を挙げて使っている機械台数を最適化
し、利用率を上げようとしています。ルドナ鉱山の
鉱体は減少していますし、古い鉱区は掘り尽くされ
ています。したがって、坑道の高さも低くなっていま
す。深さ1100mでは、坑道は2〜2.5mの高さです。
グロゴー・ディープ工業が操業している場所は深さ
が1200m以上もあり、作業はこの機械にかかって
います」

サービスのし易さと堅牢さはリグ開発に関してい
うと最重要項目でした。全長13.6m、高さ1.8mもある
ブーマー M1Lは2m以上の坑道では理想的な機

種で、ブーマーを移動せずに高さ5.8m、幅8mのせ
ん孔が可能です。ブーマー M1Lのモジュールデザ
インは、ブーマー S1Lと同様に電気や油圧機器が
80～90%を占めています。

「アーティキュレートポイントの設計に関して言う
と、リグというよりもトラックと言った方がいいかもしれ
ません」とアトラスコプコ、アンダーグランド・ドリリング
のマネジャーロバート・ヤンコウスキーさんは話してく
れました。

M1Lの開発でもうひとつ重要になったものは、エ
アコン付きのオペレータキャビンです。オペレータの
マリアス・ガロニスキーさんは試作機を操作しました
が、「びっくりしました」と言います。「ブーマー S1L
や他のリグと比べると、すごく快適です。キャビンは
限られた空間なので、エアコンが付いているのと付
いてないのでは大きな差があります。静かだし以前
より作業に集中できます」　　　　　　　　　

ルドナ鉱山を深く進んで いく

ブーマーM1L現場に向かう　
この写真はルドナ鉱山の高さ2～2.5mの
坑道で撮影されました。

俯瞰図
ポーランドの南西部に位置するKGHM
ルドナ鉱山はヨーロッパきっての銅埋蔵
量がある鉱山の１つですす。
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シシェン鉱山向けPit 
Viper 351

南アフリカ アトラスコプコ 南アフリカはアングロ・ア
メリカン社所有のクムバ銅鉱山会社からブラスト
ホールドリルリグ Pit Viper 351の注文を受けま
した。
PV-351はヨハネスブルクから約620Km南西にあ
るカトゥーにあるシシェン鉱山に2013年の3月まで
に納車されます。
アングロアメリカン社はさく孔165mm以上の大
口径用サーフェスドリルリグのサプライヤーの1
社にアトラスコプコを選びました。シシェンは世界
7大のオープンピット鉱山の1つで、すでに10台の
PV-361を所有しています。

「アングロアメリカ社が我 を々戦略的パートナー
に選んでくれ誇りに思います。今後もいい関係を
築いていきます」とアトラスコプコ 土木鉱山機械
事業部 社長ボブファッスルは話します。

「PV-351はお客様の間ではとても好評で、世
界中の鉱山会社からも注目の的になっていま
す」　　　　 　　　　　　　　　　　　

カザフスタン アトラスコプコのベストセラー、ロードホ
ールダンプ(LHD)、スクープトラムST7の100台目
が納車されました。この100台記念のローダーの
所有者はボストコ・メタルトランスLLP社で、カザフ
スタンのカジンクス・ラダーソコルニー金鉱山です。
この販売台数は、新型LHDが積込機能とデザイ
ンで世界中から評価を得たという証明にもなりま
す。
新型LHDは、2010年に発売されました。最初の所
有者、スウェーデンのロビサ鉱山は、操業と坑内環
境が大幅に改善されたと評価されました。その後も
高評価を得、最近ではドイツのインダストリアルミネラ
ルズグループのゲオミン・エルゲビルギシェ・カークワ
ーク社から評価されています。
ゲオミン社はスクープトラムST7をドイツで初めて
購入した企業です。チェコ国境付近のハーモスド
ルフにある白大理石鉱山で１台、同地域にある螢

石鉱山で1台使用しています。
ST7の特長には、SAHRブレーキ（Spring-ap-
plied, hydraulically released）、自動ブレーキテス
トシステム、オイルフリーのキャビン、抜群のトラクショ
ンコントロールがあります。さらに傑出しているのは、
１時間10ℓの燃費効率を誇るTier3/StageⅢのカ
ミンズ水冷式エンジンです。
スクープトラムST7の容量は6.8トン、アーティキュレ
ート型ステアリング、オシレーション・リアアスクル、走
行時高さ2160mm、幅2280mmです。　　  　

インターネット上のスマート鉱山

インターネッ
ト上の鉱山に
アクセスでき
るようになり
ました。オリ
カ社と共同で
開発された「スマート鉱山」では鉱山業界が
人間の存続においてどのような役割を担って
いるかデモンストレーションします。さらに
訪問者は一連の教育ビデオを見たり、専門家
の意見を聞いたり、世界で最も成功した鉱山
会社を訪問することもできます。
URLは次の通りです。 
www.smartermining.com/ (英語のみ)

スクープトラムST7販売台数100台

カトゥーに出発：406mmのさく孔径を掘削する
Pit Viper 351

高評価：アトラスコプコのベストセラースクープトラムST7

アンダーグランドワールドのiPad アプリ

　アトラスコプコが提供する地下鉱山の世界を探検してみ
ませんか？iPadとAndroidタブレットをお使いの方であれ
ば最新のアプリが簡単に手に入ります。　
　アトラスコプコの土木鉱山機械事業部門が発表した最新
のアプリでは映像が360°且つ3D対応になっているため、
製品の全貌を確かめることができます。
　このアプリでは高品質のHDビデオ、製品仕様、技術デ
ータ、事例、問合先や新着情報を得られます。すべてのコ
ンテンツが同期可能で、オンラインであるいはオフライン
で、明り製品であっても坑内製品であっても、いつでも御
覧になれます。アンダーグランドアプリはAppStore と
Google Playから無料で入手できます。

>>>>>  マーケットプレース  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
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大規模亜鉛鉱山
の拡大
インド 亜鉛の一貫生産会社で世界最大手のヒンドスタン亜鉛会社（HZI）はアトラ
スコプコの機械を使いアンダーグランドオペレーションを拡大しています。
ベダンタグループの関連会社であるHZLはラジャスタンにあるランプラ・アグチャ
鉱山を操業しています。同社はアトラスコプコのリグ、ローダーやマイントラックを大
量に注文しました。
　HZLのヤカド鉱山とランプラ・アグチャ鉱山で使われる機械は2012年中に納品
される予定です。
　アンダーグランドロックエクスカベーションのビジネスラインマネジャー アニールバ
ン・センは「HZLは非常に高い生産目標を達成するために我々の製品に投資しま
した。デナンタは我々の製品によって経費削減と生産性アップが同時にできると
見込んでいます」と話します。	

坑内鉱山の新規統合システム 
スウェーデン アトラスコプコはABBと共同開発した地下鉱山用の車両の統合シス
テムで大きく前進しました。両社は操作概要が分かる世界初のシステムを考案し
ました。　この技術を使うとアトラスコプコのロードホールダンプ等の坑内移動機
械からWiFiネットワーク経由でリアルタイムで送られてくるデータをABBのプロセス
コントロールシステム800xAに接続することで操作室にいるスタッフは全操作の状
況を把握でき、情報に基づいた作業工程を決めることが出来るようになります。　
データマネジメント・コミュニケーションのプロダクトマネジャー マティアス・ピーターソ
ンは「この技術によって地下鉱山の未来が開けたようでワクワクします。今までより
ももっと効果的に操業でき目標も達成できます。また、製品のメンテナンスも効率的
に行えます」と話します。
　アンダーグランドロックエクスカベーション部門の社長 デイビッド・シェルハマーは

「未来の鉱山オペレータは、アンダーグランド製品の稼働を最適化するために総
合情報センターがあればいいと願うでしょう。地下鉱山の最適化がこのプロジェク
トにより大きく前進すると確信します」と話します。　　　　　　　　　　　

統合パズルをつなげる：この新シス
テムにより地下鉱山のコントロール
ルームからオペレーションの全体を
把握できるようになります。

>>>>>  マーケットプレース  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
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アプリを使ってアトラスコプコの情報を簡単に得ることが出来ます。

坑内用製品、ジャンボ、ローダー、トラック等が高解像度３Dでどの角度からでも見ること

が出来ます。

さらにビデオ、施工事例、社会ニュースも見られます。GPS機能も付いているので、最寄りの

営業所に繋げてくれます。iPadとAndroid共に利用でき、サイトは　www.underground-app.com （英語）です。
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